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研究内容及び成果の概要 

 

本研究は，教員養成において学生が授業に活きるわざを学ぶため授業研究方法を開発するため，これまで

にない授業リフレクションを試行的に実践しその教育効果を明らかにすることを目的として行った。 

 

１． 熟達教師のみえを通した授業研究 

熟達教師が授業中にみえている事実についてウェアラブルカメラを用いて撮影し，その映像を熟達教

師と学生で共有しながら授業リフレクションを行った。この授業研究から，学生は熟達教師のテクニカ

ルスキル，ヒューマンスキル，コンセプチュアルスキルおよびメタ認知スキルに関する多くの実践知を

学んだ。 

 

２． 授業者・学習者・参観者の映像を活用した授業研究 

 学生が行う模擬授業の中で，授業者（学生）・学習者（学生）・参観者（熟達教師）がウェアラブル

カメラによって授業中のみえている事実を撮影し，その映像を共有しながら授業リフレクションを行っ

た。三者の映像を用いることにより，授業者の主観から発した問いに対して学習者の主観が交錯し，授

業を間主観的に省察でき，さらに，熟達者の主観が補強されることによって，より高次な省察が可能に

なった。 

 

 授業者の主観を軸に授業研究を行うことによって，熟達教師の行為のみならず，認知および判断といった

内面にあるわざも学べることが明らかになった。 

成果の公表の状況 

【著書】 

小泉 匡弘（２０１９）『熟達教師の「みえ」を伝える教員養成の取り組み』，姫野・生田編著「教師のわ

ざを科学する」，一莖書房，pp.188-197. 

 

教育現場で活用可能な分野・教材等 

 校内研究・教員研修などの授業研究において，各教員のわざの継承・共有の方法として援用できる。 
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